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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　吸収性物品用の再使用可能な外側カバーであって、
　前側領域と、
　後側領域と、
　前記前側領域と前記後側領域を長手方向に分離する股領域と、を含み、
　前記後側領域は、前記前側領域及び前記股領域より大きな長手方向への伸長を有し、
　前記前側領域は、前記股領域より大きな横方向への伸長を有し、
　製品全体の後側伸張試験で、前記後側領域は前記前側領域より大きい伸張率を有する、
再使用可能な外側カバー。
【請求項２】
　前記後側領域は、５Ｎの力を加えた条件下で少なくとも５０％延び、２５％の伸張で少
なくとも１．０Ｎの除荷力を有する、請求項１に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項３】
　前記前側領域は、５Ｎの力を加えた条件下で少なくとも１５％延びる、請求項１又は２
に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項４】
　前記股領域は、前記前側領域及び前記後側領域より高いＷＶＴＲを有する、請求項１～
３のうちのいずれか一項に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項５】
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　前記股領域は、少なくとも１２００ｇ／ｍ２／２４時間のＷＶＴＲを有する、請求項４
に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項６】
　前記股領域は、少なくとも３０００ｇ／ｍ２／２４時間のＷＶＴＲを有する、請求項４
又は５に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項７】
　前記股領域は、前記前側領域及び前記後側領域より高い流体浸透抵抗性を有する、請求
項４～６のいずれか一項に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項８】
　前記股領域は、少なくとも５ｍｂａｒの流体浸透抵抗性を有する、請求項４～７のいず
れか一項に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項９】
　前記股領域は、第１の層を含む着用者に面する表面と、第２の層を含む衣類に面する表
面と、を有し、前記第２の層は前記第１の層より疎水性である、請求項４～８のいずれか
一項に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項１０】
　前記第２の層は、前記前側領域及び前記後側領域より疎水性である、請求項９に記載の
再使用可能な外側カバー。
【請求項１１】
　側部領域を更に含み、
　前記側部領域、前記後側領域、及び前記前側領域は、前記股領域より高い皮膚に対する
静摩擦係数を有する、請求項１～１０のいずれか一項に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項１２】
　前記側部領域、前記後側領域、及び前記前側領域は、０．５より大きい皮膚に対する静
摩擦係数を有する、請求項１１に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項１３】
　前記股領域は、０．３未満の皮膚に対する静摩擦係数を有する、請求項１１又は請求項
１２に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項１４】
　前記側部領域は、前記前側領域及び前記後側領域より高い皮膚に対する静摩擦係数を有
する、請求項１１～１３のいずれか一項に記載の再使用可能な外側カバー。
【請求項１５】
　前記側部領域は、０．３より大きい皮膚に対する静摩擦係数を有する、請求項１１～１
４のいずれか一項に記載の再使用可能な外側カバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は概して、おむつ、トレーニングパンツ、成人用失禁用具、生理用ナプキン等の
吸収性物品に関し、より具体的には、変化する特性の領域を有する吸収性物品用の再使用
可能な外側カバーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　再使用可能な吸収性物品は従来、布おむつ等の吸収性挿入物が関与しており、耐漏れ性
の外側カバーには通常、下着に類似して形成された厚手のポリマーフィルムが挙げられる
。ごく最近、吸収性物品は、再使用可能な外側カバー、及び使い捨ての挿入物を伴って利
用可能になってきた。使い捨ての挿入物が汚れると廃棄され、再使用の前に洗浄、ないし
は別の方法で再生することができる外側カバーに新しい使い捨ての挿入物が置かれる。加
えて、以前の外側カバーに比べて１つ以上の利益を提示する新しい外側カバーが利用可能
になった。最新の外側カバーのうちのいくつかは、外側カバーを、より快適にする（柔軟
性がより高く、可撓性がより高く／着用者によりフィットした）、通気性がより高く、及
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び／又は美学的により満足のいくものにするために、非伝統的な材料、又は構成体を使用
する場合がある。その上、最新の外側カバーの多くは、再使用可能な外側カバーの他の望
ましい特質を犠牲にして、これらの利益を達成している。例えば、通気性の強化は漏れ防
止能の低下を伴うおそれがあり、柔軟性がより高い材料は、複数回の使用にわたって耐久
性が低下するおそれがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　収容、着用者の快適感、皮膚の状態、及び美学的な魅力を向上させるために、相反する
特性、あるいは矛盾さえする特性を提供することができる、再使用可能な外側カバーの必
要性が依然として存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　特許請求の範囲に記載されたものは、吸収性物品用の再使用可能な外側カバーである。
再使用可能な外側カバーは、製品全体の後側伸張試験で、後側領域が前側領域より大きい
伸張率を有する、前側領域及び後側領域を含んでもよい。後側領域は、５Ｎの力を加えた
条件下で少なくとも５０％延びてもよく、２５％の伸張で少なくとも１．０Ｎの除荷力を
有してもよい。前側領域は、５Ｎの力を加えた条件下で少なくとも１５％延びてもよい。
【０００５】
　再使用可能な外側カバーは、前側領域、股領域、及び後側領域を含んでもよい。股領域
は、前側領域及び後側領域より高いＷＶＴＲを有してもよい。股領域は、少なくとも約１
２００ｇ／ｍ２／２４時間、又は少なくとも３０００ｇ／ｍ２／２４時間のＷＶＴＲを有
してもよい。股領域は、前側領域、及び後側領域より高い流体浸透抵抗性を有してもよい
。股領域は、少なくとも０．５ｋＰａ（５ｍｂａｒ）の流体浸透抵抗性を有してもよい。
【０００６】
　股領域は、第１の層を含む着用者に面する表面と、第２の層を含む衣類に面する表面と
、を有してもよく、第２の層は第１の層より疎水性であってもよい。第２の層は、前側領
域及び後側領域より疎水性であってもよい。
【０００７】
　再使用可能な外側カバーは、側部領域、後側領域、前側領域、及び股領域を含んでもよ
い。側部領域、後側領域、及び前側領域は、股領域より高い皮膚に対する静摩擦係数を有
してもよい。側部領域、後側領域、及び前側領域は、０．５より大きい皮膚に対する静摩
擦係数を有してもよい。股領域は、０．４未満の皮膚に対する静摩擦係数を有してもよい
。側部領域は、前側領域、及び後側領域より高い皮膚に対する静摩擦係数を有してもよい
。側部領域は、０．３より大きい皮膚に対する静摩擦係数を有してもよい。
【０００８】
　再使用可能な外側カバーは、股領域の少なくとも一部分に接して取り外し可能に位置す
る吸収性挿入物を含んでもよく、股領域は、側部領域、後側領域、及び前側領域より高い
吸収性挿入物に対する静摩擦係数を有してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】例示的な再使用可能な外側カバーの平面図。
【図２】着用するように構成されている例示的な再使用可能な外側カバーの斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本明細書で使用する場合、用語「吸収性物品」は、排泄物を吸収し収容する用具を指し
、より具体的には、着用者の身体に当てる、又は着用者の身体に近接して配置されて、身
体から排泄された様々な排泄物を吸収し収容する用具を指す。代表的な吸収性物品として
は、おむつ、トレーニングパンツ、プルオンパンツ型のおむつ（即ち、米国特許第６，１
２０，４８７号に例証されているような、予備成形された腰部開口部及び脚部開口部を有
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するおむつ）、再締結可能なおむつ又はパンツ型おむつ、失禁用ブリーフ及び下着、おむ
つホルダー及びライナー、生理用ナプキン及びパンティーライナーなどの女性用生理衣類
、などが挙げられる。吸収性物品は、再利用可能な吸収性物品を含む。
【００１１】
　吸収性物品に関して本明細書で使用する場合、用語「使い捨て」は、その吸収性物品が
一般的に、洗濯するか、又は別の方法で吸収性物品として復元若しくは再使用することが
意図されていない（即ち、１回使用後に破棄し、好ましくはリサイクル、堆肥化、又は別
の方法で環境に適合した形で廃棄することが意図されている）ことを意味する。
【００１２】
　本明細書で使用する場合、用語「再使用可能な」は、言及される材料、構成要素、又は
吸収性物品のすべてが、１回以上使用する（例えば、おむつ交換）ように復元される、及
び／又は再使用されるように構成されることを意味する。いくつかの再使用可能な吸収性
物品において、本明細書で定義され、説明されるとおり、物品の一部若しくはいくつかの
部分又は実質的に全て若しくは全てが洗濯可能で、又は耐洗濯性があってもよい。再使用
可能な吸収性物品の別の一部分、又は複数の部分は、洗濯不可能、若しくは耐洗濯性がな
くてもよい。例えば、再使用可能な吸収性物品のいくつかの部分は、汚れた後に廃棄され
て再使用可能な外側カバーと一緒に使用される吸収性挿入物等の新しい部分と取り替えら
れてもよい。
【００１３】
　本明細書で使用する場合、用語「洗濯可能」は、言及される材料、構成要素、又は吸収
性物品のすべてが、物品の外観、又は性能が著しく悪化し、意図する機能性、又は使用に
適さなくなることなしに、多数（例えば、少なくとも１０、いくつかの実施形態では５０
まで、他の実施形態では５０以上）の回数、洗濯機にかけて乾燥機で乾かすことに耐える
（以下で説明する変更を伴うＡＡＴＣＣ試験方法１２４－２００１で規定されるとおり）
ように構成されることを意味する。手で洗って干して乾かすことは、洗濯機にかけて乾燥
機で乾かすことより吸収性物品への応力が典型的に少ないので、洗濯機にかけて乾燥機で
乾かすことができる材料、構成要素、又は物品は、少なくとも同じ回数だけ、手で洗って
手で乾かすこともできるはずであることが期待される。実施例として、再使用可能な吸収
性物品は、洗濯可能な外側カバーを含んでもよい。洗濯可能な物品は、衣類の種類と同様
に、何度も洗濯した後、使用するのに適しているように設計されている。
【００１４】
　本明細書で使用する場合、用語「耐洗濯性」は、言及される材料、又は構成要素、又は
吸収性物品のすべてが、物品の外観、又は性能が著しく悪化し、意図する機能性、及び／
又は使用に適さなくなることなしに、少数（例えば、少なくとも１、いくつかの実施形態
では５まで、他の実施形態では５以上）の回数の洗濯機にかけて乾燥機で乾かすことに耐
える（以下で説明する変更を伴うＡＡＴＣＣ試験方法１２４－２００１で規定されるとお
り）ように構成されることを意味する。実施例として、再使用可能な吸収性物品は、耐洗
濯性である外側カバーを含んでもよい。耐洗濯性の物品は、洗濯可能な物品より少ない回
数の洗濯の後に、概して悪化する。
【００１５】
　本明細書で使用する場合、用語「吸収性挿入物」は、排泄物を受ける、又は収容するた
めに使用される吸収性物品の構成要素を言及し、使用中に吸収性物品に取り外し可能に付
随する。例えば、吸収性挿入物は、所定の位置に押し込まれてもよく、又は機械的ファス
ナー、接着剤、貼着剤等によって、吸収性物品のある部分に剥離可能に取り付けられても
よい。吸収性挿入物は、使い捨てであってもよく、あるいは再使用可能であってもよい。
【００１６】
　本明細書で使用する場合、用語「着用者に面する」は、正常に使用される目的で物品が
着用者に装着されるとき、着用者に最も近い物品の側面、又は物品の構成要素を意味する
。本明細書で使用する場合、用語「衣類に面する」は、正常に使用される目的で物品が着
用者に装着されるとき、着用者に面する表面の反対で、着用者から最も遠い物品の側面、
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又は物品の構成要素を意味する。
【００１７】
　本明細書で使用する場合、用語「内側寄り」及び「外側寄り」は、吸収性物品の長手方
向、又は横方向の中心線に対する物体の位置を言及する。第１の物体が、第２の物体より
長手方向、又は横方向の中心線に近い場合、第１の物体は、第２の物体の内側寄りである
。第１の物体が、第２の物体より長手方向、又は横方向の中心線から遠い場合、第１の物
体は、第２の物体の外側寄りである。
【００１８】
　本明細書で使用する場合、用語「領域」は、画定された範囲にわたって、少なくとも１
つの共有する特性、又は機能を有する外側カバーの画定された巨視的な範囲を言及する。
外側カバーの領域は、領域内の外側カバーの構成要素のすべてを言及してもよく、あるい
は領域内の外側カバーの構成要素の指定された部分のみを言及してもよい。例えば、領域
は、外側カバーの画定された範囲の１つの表面に限定されてもよく、又は領域を構成する
画定された範囲内の、複数の層、若しくは複数の層状の構成要素を言及してもよい。
【００１９】
　本明細書で使用する場合、用語「親水性」は、表面に沈着した水性液体（例えば、水性
体液）によって濡れることが可能な表面について述べる。親水性、及び湿潤性は、典型的
には、流体の接触角、及び例えば流体の染み出し時間、例えば不織布を通る染み出し時間
により規定される。この点については、Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏｃｉ
ｅｔｙの出版物、名称「Ｃｏｎｔａｃｔ　ａｎｇｌｅ，ｗｅｔｔａｂｉｌｉｔｙ　ａｎｄ
　ａｄｈｅｓｉｏｎ」（Ｒｏｂｅｒｔ　Ｆ．Ｇｏｕｌｄ編集）（１９６４年版権）にて詳
細に説明されている。ある表面は、流体とその表面との間の接触角が９０度未満のとき、
又は流体が表面全体に自然に広がる傾向があるときのいずれかのときに、流体によって湿
潤される（すなわち、親水性）といい、通常は両方の状態が共存する。これとは逆に、接
触角が９０度より大きく、流体が繊維の表面全体に自然に広がらないとき、表面は「疎水
性」であると考えられる。接触角は、Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ，ＮＣのＫｒｕｓｓ　ＵＳＡか
ら入手可能なＫｒｕｓｓ　Ｄｒｏｐ　Ｓｈａｐｅ　Ａｎａｌｙｓｉｓ　Ｓｙｓｔｅｍ、モ
デルＤＳＡ１０－Ｍｋ２を使用して測定される。
【００２０】
　フィット性、着用者の快適感、収容、皮膚の状態、及び外側カバー１０の外観等の機能
的特性を向上させるために、外側カバー１０は、意図する着用者の解剖学的な輪郭及び体
の動き、並びに身体からの排泄物に関連した解剖学的な部位に対応するように、異なる特
性の領域を含むように作ることが望ましい場合がある。胴体下部／股関節部／大腿部の人
体解剖学的構造は、身体の外側面に関して非対称である、すなわち、人体の前部の形状は
、後部の形状と異なる。さらに、腰部及び脚の連結は、それぞれの関節及び骨格構造を経
て、着用者の外側面に関して非対称であり、例えば、胴体は、着用者の前側に向かって優
先的に曲がる。したがって、異なる伸張特性等の異なる特性は、吸収性物品の異なる部分
に望ましい場合がある。例えば、吸収性物品用の外側カバーは、伸張性、及び／又は弾性
的伸張、弾性的回復、又は除荷力、通気性、流体浸透抵抗性、又は水頭（hydrohead）、
親水性／疎水性、及び摩擦係数等の様々な機能的な特性に対して異なる値を有する２つ以
上の領域を含んでもよい。
【００２１】
　吸収性物品の全体の構造
　図１に示すように、例示的な吸収性物品１０は、外側カバー３２を有する。外側カバー
３２は、長手方向の軸線１２、及び長手方向の軸線１２に垂直の横方向の軸線１４を有し
てもよい。外側カバー３２は、前側区域１６、後側区域２０、及び前側区域１６と後側区
域２０との間に長手方向に配置された股区域１８を有する。外側カバー３２の股区域１８
は、以下で画定する矩形で、物品の股点に関して長手方向及び横方向に中心に置かれる。
股点は、着用者が立った姿勢で吸収性物品１０を着けて、次に脚周りに８の字状に伸張可
能なフィラメントを着けることで割り出される。フィラメントが交差する位置に対応する
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物品の位置が、物品の股点であると見なされる。股点は、意図した方法で吸収性物品を着
用者に着けて、交差したフィラメントがどこで物品と接触するかを割り出すことで、決ま
ることが理解されるべきである。
【００２２】
　生理用ナプキン及びパンティーライナーに関して、股区域１８の長さは、外側カバーの
全長５０のおよそ６０～１００％、一般的に外側カバーの全長５０の約８０％、に相当す
る。失禁用具（例えば、おむつ、成人失禁物品）、及び他の吸収性物品に関して、股区域
１８の長さは、外側カバーの全長５０（つまり、ｙ寸法）のおよそ４０～８０％、概して
外側カバーの全長５０の約６０％に相当する。股区域１８の幅は、股点で測定された吸収
性物品１０の外側カバー３２の幅３０と等しい。実例として、長さ５０．８ｃｍ（２０イ
ンチ）、及び股点で幅１０．１６ｃｍ（４インチ）の失禁物品の外側カバーでは、股区域
は、長さ３０．４ｃｍ（１２インチ）、及び幅１０．１６ｃｍ（４インチ）を有する股点
を中心に矩形である。
【００２３】
　吸収性挿入物２２は、取り付け点２４に取り付けられてもよく、人尿、糞便、経血、発
汗等の排泄物を受ける、又は収容する働きをする。示されるように、吸収性挿入物２２は
外側カバー３２に取り付けられるが、吸収性挿入物２２は、吸収性物品１０の任意の構成
要素、あるいは、外側カバー３２以外の中間層が存在する場合は、その中間層に取り付け
られてもよい。２つの取り付け点２４は、吸収性挿入物２２の長手方向の両末端部の近位
に示されているが、吸収性挿入物２２は、意図した位置、例えば、使用中に排泄物の解剖
学的な源の近位に、吸収性挿入物２２を保持するのに適した任意の数、形状、またはパタ
ーンの取り付け点に取り付けられてもよい。いくつかの実施形態では、以下で説明するよ
うに、吸収性挿入物２２は、高い摩擦係数を有する外側カバー領域で、主に、あるいはそ
れのみで適所に保持されてもよく、実施形態では、明確な取り付け点２４がなくてもよく
、むしろ、比較的大規模の１つの取り付け点２４があってもよい。いくつかの実施形態で
は、吸収性物品１０は、一体化した吸収性コアを有し、補助的な吸収力のために、取り外
し可能な吸収性挿入物２２に、取り付けられてもよいし、取り付けられなくてもよい。吸
収性挿入物２２は、着用者の快適感及び美学的向上を提供するように形作られてもよい。
例えば、着用者の脚の間、及び脚周りでフィット性の向上を提供するように、吸収性挿入
物２２は概して砂時計の形状を有してもよい。
【００２４】
　外側カバー３２は、横方向に対向した長手方向に延びる縁部２６、及び長手方向に対向
した横方向に延びる縁部２８を有する。長手方向に延びる縁部２６、及び横方向に延びる
縁部２８は、直線で示されているが、長手方向に延びる縁部２６、及び横方向に延びる縁
部２８は、凹凸があってもよい。例えば、長手方向に延びる縁部２６は、着用者の脚によ
り快適に対応するように形作られてもよく、横方向に延びる縁部２８は、着用者の腹部、
股関節部、または背中により快適に対応するように形作られてもよい。乳児のおむつの特
定な場合では、横方向に延びる縁部２８は、臍帯断端に対応するように前側区域に形作ら
れたプロフィールを有してもよい。他の輪郭が可能である。図１では、股点での外側カバ
ー３２の幅３０は、後側腰部で長手方向に延びる両側の縁部２６との間の幅１９５とおお
よそ同じであるが、凹凸がある長手方向に延びる両側の縁部２６を有する実施形態では、
これらの幅は異なってもよい。
【００２５】
　外側カバー３２は、外側カバー３２の長手方向に延びる両側の縁部２６との間で横方向
に延び、前側腰部縁部３４と股区域１８の前側縁部３８との間で長手方向に延びる、前側
領域を有する。外側カバー３２は、外側カバー３２の長手方向に延びる両側の縁部２６と
の間で横方向に延び、後側腰部縁部３６と股区域１８の後側縁部４０との間に長手方向に
延びる、後側領域を有する。外側カバー３２は、外側カバー３２の長手方向に延びる両側
の縁部２６との間で横方向に延び、股区域１８の前側縁部３８と後側縁部４０との間で長
手方向に延びる、股領域を有する。外側カバー３２は、吸収性物品１０が着用者に装着さ
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れたとき、胴回り全体の周りで横方向に延びる側部領域を有する。即ち、側部領域は、サ
イドパネルが存在する場合は、両側にサイドパネルを含んで、外側カバー３２の全幅２つ
分を取り囲む。側部領域は、前側サイドパネル４６の長さ４２と後側サイドパネル４８の
長さ４４のどちらか大きい方と等しい距離まで長手方向に延びる。サイドパネルがない場
合、側部領域は、前側区域１６の前側領域の長さと等しい距離を、及び後側区域２０の後
側領域の長さと等しい距離を、長手方向に延びる。
【００２６】
　外側カバー３２は、サイドパネルが存在する場合、両側の前側サイドパネル４６、及び
両側の後側サイドパネル４８の幅に含めて、前側腰部縁部３４、及び後側腰部縁部３６の
全幅に沿って横方向に延びる腰部領域を有する。腰部領域は、前側腰部縁部３４、及び後
側腰部縁部３６のそれぞれ内側寄りに、外側カバー３２の長さ５０のおよそ５～１５％長
手方向に延びる。例えば、腰部領域は、前側腰部縁部３４、及び後側腰部縁部３６のそれ
ぞれ内側寄りに、外側カバー３２の長さ５０の約１０％長手方向に延びてもよい。外側カ
バー３２は、サイドパネルが存在する場合、両側の前側サイドパネル４６の幅を含めて、
前側腰部縁部３４の全幅に沿って横方向に延びる、前側腰部領域を有する。前側腰部領域
は、前側腰部縁部３４の内側寄りに、外側カバー３２の長さ５０のおよそ５～１５％長手
方向に延びる。例えば、前側腰部領域は、前側腰部縁部３４の内側寄りに、外側カバー３
２の長さ５０の約１０％長手方向に延びてもよい。外側カバー３２は、サイドパネルが存
在する場合、両側の後側サイドパネル４８の幅を含めて、後側腰部縁部３６の全幅に沿っ
て横方向に延びる、後側腰部領域を有する。後側腰部領域は、後側腰部縁部３６の内側寄
りに、外側カバー３２の長さ５０のおよそ５～１５％長手方向に延びる。例えば、後側腰
部領域は、後側腰部縁部３６の内側寄りに、外側カバー３２の長さ５０の約１０％長手方
向に延びてもよい。
【００２７】
　外側カバー３２は、それぞれ長手方向に延びる側部縁部２６から、股点で外側カバー３
２の幅３０のおよそ１０～２５％横方向に延び、外側カバー３２の幅３０に沿って長手方
向に延びる、それぞれ長手方向に延びる側部縁部に隣接した２つの脚領域を有する。例え
ば、脚領域は、外側カバー３２の幅３０の約１５％長手方向に延びてもよい。外側カバー
３２は、長手方向に延びる側部縁部２６（例えば、サイドパネルが存在する場合、サイド
パネルを取り囲んで）から横方向に外側寄りに延びる、外側カバー３２のすべての部分を
含む耳領域を有する。
【００２８】
　伸張領域
　外側カバー３２のある区域は、着用者の形状の変異、使用中の着用者の動き、またはこ
れら両方に対応するために、他の区域より高い伸張性、及び／又は弾性的回復を求められ
る可能性がある。例えば、着用者の臀部区域は、着用者が立った姿勢から座った姿勢、又
はしゃがみこむ姿勢へと動くにつれて、横方向に約５０％伸張することができる。更に、
所定の体重の範囲内で、胴回り、腿の周り、股上等の着用者の様々な寸法は、著しく異な
る可能性がある。より優れたフィット性、快適感、及び使用しやすさを提供するために、
外側カバーの伸張特性は、これらの変異に対応するように、異なる区域で異なってもよい
。外側カバーの前側区域と比べて、外側カバーの後側区域で横方向への伸張性、又は弾性
伸びが増大することは、着用者の動き、又は体の姿勢（座る、及び／又は股関節部で前か
がみになることを含む）を通して、臀部により良く一致して、臀部を覆う働きをすること
ができる。例えば外側カバーの後側腰部区域は、以下で説明する製品全体の後側伸張試験
で５Ｎの力を加えた条件下で、少なくとも約１５、又は少なくとも約２０％延びる領域を
含んでもよい。より大きい伸張によって、外側カバーは、広範囲の着用者の形状、寸法、
動きに対応することができる。着用者の体の姿勢のすべてに一致するフィット性を提供す
るために、外側カバー材料、すなわち、外側カバーが作られる１つの材料、又は複数の材
料は、着用中の臀部の伸張に対応するように、１０Ｎ以下、より好ましくは５Ｎ以下の力
を加えた条件で、横方向に５０％延びることができる。
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【００２９】
　同様に、外側カバー３２の後側区域２０で長手方向への伸長が増大する領域は、着用者
がかがむ、又はしゃがむにつれて、着用者の臀部区域により良く一致して、臀部区域を覆
う働きをすることができる。更に、前側腰部３４で横方向に伸長する領域（つまり、股区
域と比べて、更に伸張された部分）によって、着用者が座った姿勢のとき、外側カバーは
着用者の腹部の膨張に対応することができる。これとは逆に、外側カバー３２の股区域１
８の前側区域分は、身体の横方向、又は長手方向の膨張が比較的ほとんど生じないので、
この部分は、伸長が少ない、又は伸長がゼロでさえある領域を含んでもよい。
【００３０】
　着用者の形状、又は動きの差に備えることに加えて、外側カバー３２は更に、持続した
フィット性、弛みの耐性、及び身体の動きから、及び／又は着用期間中の物品中の排泄物
の質量の増加から、物品に加えられる応力の下で回復不可能な下方への動きへの耐性を提
供してもよい。これを達成するためには、外側カバー３２の少なくともある領域で、最小
規模の弾性回復力を必要とする可能性がある。例えば、弾性回復力は、臀部区域よりも外
側カバー３２の後側腰部３６においてより高い可能性がある。臀部区域の外側カバー材料
は、身体が動いている間、臀部の伸張に対応するように小さい力の下で延びてもよく、一
方で腰部区域は、着用者の胴体のまわりで確実なフィット性、及び物品の留めを維持する
ために、最小値の弾性回復力を維持してもよい。外側カバー３２は、製品全体の後側伸張
試験で２５％の伸長において、少なくとも約１．０Ｎ、１．５Ｎ、又は２．０Ｎの「除荷
」力を保持する後側腰部領域を含んでもよい。より高い除荷力は、フィット性及び弛みの
耐性の向上を提供することができる。過度の除荷力は、着用者の皮膚に赤色の痕跡、又は
擦り傷を負わせる可能性がある。過度である力の規模は、外側カバーの構成体の他の詳細
（外側カバー材料と皮膚との間の摩擦係数等）を伴って変化する可能性があり、そして同
じユーザーの異なる位置（股関節部及び会陰部等）間、並びに異なる種類のユーザー（失
禁症状のある大人、又は月経中の大人、及び幼児等）間で異なる可能性がある、外側カバ
ーが接触する皮膚の虚弱さを伴って変化する可能性がある。
【００３１】
　異なる領域で異なる材料を使用することによって、異なる弾性の特性を異なる領域で提
供することができる。いくつかの実施形態では、外側カバー３２は、異なる領域で特性を
操作するように処理された、ないしは別の方法で変質させた単一の材料で作られてもよい
。例えば、弾性的に伸張可能な材料は、弾性を「弱める」ために、（縫合、接着、ホット
メルト等によって）選択した位置で適所に固定させることができ、それによって、材料の
弾性の特性を局部的に減少させる、又は除去さえする。別に、活性化されるまで非弾力的
である単一で均質の材料を使用することができ、所望の領域でのみ活性化される。弾性、
及び弾性回復は、弾性のある繊維、ストリップ、スクリム、ウェブ、フィルム、又はバン
ドを外側カバー材料に加えることで作り出す、又は増加させることができる。例えば、１
つ以上の弾性のあるバンドを、所望する弾性の特性で領域に積層させることができる。弾
性回復を増大させるために、１つ以上の固定するバンド５２を使用してもよい。固定する
バンドは、例えば、２００９年１月１５日出願の米国特許仮出願第６１／１４４，８８３
号に説明される。もちろん、異なる領域で異なるレベルの弾性を提供する、及び異なる力
（つまり、着用者の呼吸、及び動きからの横方向の力、又は着用者の動き、及び排泄物の
負荷からの長手方向の力）に対応して異なるレベルの弾性さえも提供するために、これら
の技術を組み合わせて使用することができる。
【００３２】
　通気性及び皮膚の状態
　人体解剖学に関連した排泄物の放出の局所的な性質により、外側カバー３２は、物品の
１つの区域が他の区域より、より多量の尿、及び／又は糞便を含有する可能性がある。よ
り高い濃度の排泄物を有する物品の区域は、物品と着用者の皮膚との間に関連したより高
い湿度値を有していることが多い。さらに、物品によって覆われている身体のある部位、
例えば、間擦性の部位、及び性器の部位は、より高い密度の汗腺を有し、汗の放出がより
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多量であることが多い。これらの部位は、その結果局所的な湿度が上昇する可能性がある
。皮膚の近くで局所的な湿度が上昇することは、皮膚の水分過剰につながる恐れがあり、
紅斑、おむつ皮膚炎、及び／又は水分過剰の状態の皮膚の擦過傷の感受性の上昇につなが
る可能性がある。したがって、外側カバー３２は、湿度の上昇に関連したこれらの区域で
、より高い通気性を有する領域を少なくとも１つ有することができる。尿、及び／又は汗
からの水蒸気が十分に物品の内部から出ることができ、皮膚の水和を低い濃度に維持する
ように、これらの領域は、以下で説明するＭｏｃｏｎ試験によって測定される水蒸気透湿
度（ＷＶＴＲ）を有してもよい。例えば、外側カバー３２は、少なくとも約１２００ｇ／
ｍ２／２４時間、又は３０００ｇ／ｍ２／２４時間のＷＶＴＲを有する領域を有してもよ
い。周囲条件が、温度、及び／又は湿度においてより高い場合、着用者がより活動的であ
る（例えば、たくさん発汗する）場合、及び／又はおむつがより大きい負荷の尿、又は他
の液体排出物を有する場合（例えば、夜通しの使用中、又はユーザーが「大量に漏らす」
場合）、より高いＷＶＴＲは有益である場合がある。少なくとも約１２００ｇ／ｍ２／２
４時間のＷＶＴＲは、典型的な使用で有用な外側カバーを示すことができ、一方で、少な
くとも約３０００ｇ／ｍ２／２４時間のＷＶＴＲは、難易度がより高い条件下で有用な外
側カバーを示すことができる。
【００３３】
　これまで、再使用可能な吸収性物品用の外側カバーは、多くの場合１０００ｇ／ｍ２／
２４時間を大きく下回る、非常に低い蒸気透湿度を備えた比較的厚い被膜で作られてきた
（以下の実施例５、９、及び１０を参照）。より強健なＷＶＴＲを備えた再使用可能な吸
収性物品の外側カバーを製造する１つの方法は、ミクロ孔質フィルムを使用することであ
る。しかしながら、ミクロ孔質フィルムは最小の弾性伸び、及び回復を示す。通気性があ
り伸縮性の外側カバーが望ましい場合がある。例えば、伸縮性の織布は外側カバーとして
使用されてもよい。多孔質で伸縮性の織布は、空気及び水蒸気を通過させる。空気及び水
蒸気が、外側カバーの厚さを横断できるように、外側カバーを機械的に開口させることに
よって、より高いＷＶＴＲを達成することができる。そして、開口部、又は孔径を制御す
ることで、及び／又は内層５８及び外層６０の少なくとも１つが疎水性である外側カバー
１０の内層５８を設けることで、液体の浸透を管理することができる。液体の浸透を抑制
した、通気性があり伸縮性の外側カバーはまた、外側カバーとして伸縮性の織布を複数層
を用いることによっても提供されることができる。これらの実施形態のうちのいずれかに
おいて、内層５８、及び外層６０は、同じ特性、又は同様の特性を有してもよく、遮蔽物
の重複によってより高いＷＶＴＲを提供する。いくつかの実施形態では、内層５８及び外
層６０は異なる。例えば、内層２４は、望ましい防湿性を備えた疎水性層である一方で、
外層６０は、心地よい触感、及び美学的特性を備えた柔らかい伸張可能な層であってもよ
い。内層５８の孔が、より小さい、より少なく開いた構成で概して保持され、その結果、
より少ない水を透過させるように、内層５８は外層６０より大きい弾性復帰力を有しても
よい。
【００３４】
　外側カバー３２のＷＶＴＲは、異なる領域で異なる材料を使用することによって、異な
る領域で変化させることができる。外側カバー３２が単一層で作られる場合、単一層は異
なる材料で継ぎ合わせられてもよい。外側カバー３２が複数層で作られる場合、いくつか
の領域は複合体が通気性を有し、いくつかの領域は１つの層のみが通気性を有するように
、層は、同一の広がりを持たない異なる材料であってもよい。ＷＶＴＲはまた、異なる領
域で同じ材料（単数又は複数）に異なる処理を使用することによって、異なる領域で変化
させることができる。例えば、異なる領域は、開口されない領域、又は１つの領域の部分
を恐らく含めて、開口の異なる深さ、頻度、又はパターンを有することができる。可能な
処理としては、開口等の機械的処理、並びに、熱に曝す、圧縮する、又はひずみを与える
、及び化学処理等の代替処理が挙げられる。
【００３５】
　流体浸透抵抗性
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　解剖学的な排出物の放出点の近傍、又は吸収性コア、組立体、若しくは挿入物２２の周
辺のうちのいずれかで、外側カバー３２のある区域は、尿、糞便、又は他の排出物と接触
しやすい傾向にある場合がある。外側カバー３２を通って着用者の衣類、又は他の周囲の
物体に漏れるのを防ぐために、外側カバー３２は、外側カバー３２の他の区域と比べて、
これらの区域でより高い流体浸透抵抗性を持つ領域を含むことができる。流体浸透抵抗性
は、Ｍｏｃｏｎ水頭試験で測定することができ、外側カバーの表面上で、０．５ｋＰａ（
５ｍｂａｒ）から２～５ｋＰａ（２０～５０ｍｂａｒ）あるいはそれ以上変化してもよい
。水頭の値が大きければ大きいほど、液体の排出物が外側カバーを作製する材料を横断で
きる（脚部開口部５４又は腰部開口部５６等の外側カバーの縁部に沿って漏れるのではな
く）可能性が低い。
【００３６】
　流体浸透抵抗性は、外部のカバーを開口する、又は機械的に外側カバーを変形する、若
しくは伸ばすことによって減少させてもよい。流体浸透抵抗性は、同じ材料、若しくは異
なる材料の付加層を加えることによって、又は積層体に１つ以上の材料を処理することよ
って増加させてもよい。例えば、以下で説明する疎水性処理もまた、外側カバー材料の流
体浸透抵抗性を増加させることができる。
【００３７】
　疎水性
　前述したように、外側カバー３２のある区域は、尿、糞便、又は他の排出物とより接触
しやすい場合がある。流体浸透及び漏れの可能性を低減するために、外側カバー３２は、
これらの区域により高い疎水性を有する領域を含むことができる。あるいは、排出物を制
御する、又は閉じ込めて、排出物が外側カバー３２を横切って周囲に漏れる可能性がある
脚部開口部５４、又は腰部開口部５６等の周辺に流れることを防ぐために、外側カバー３
２は、これらの区域で、より高い親水性、又は更には吸収能力を有する領域を含んでもよ
い。異なる親水性、及び／若しくは疎水性の領域は、外側カバー３２の横方向、若しくは
長手方向に間隔をおいて配置されてもよく、又は外側カバー３２の厚さを通り抜けて（例
えば、異なる層を通って）間隔をおいて配置されてもよい。外側カバーの疎水性（又は親
水性）は、水と外側カバー材料との接触角を判定することによって測定することができる
。
【００３８】
　疎水性は、異なる固有の疎水性を有する異なる材料を使用することによって、変化させ
ることができる。例えば、外側カバー３２の一部は、綿で作られ、外側カバー３２の一部
は、最小の孔、又はピンホールを有するポリプロピレンフィルムで作られてもよい。疎水
性はまた、選択的に外側カバー３２の一部をコーティングすることによって変化させるこ
とができる。疎水性処理は良く知られており、例としては、ワックス、疎水性シリコーン
組成物、Ｓｃｏｔｃｈｇａｒｄ（商標）プロテクター忌避剤、及びＲｅｐｅｌ　Ｔｅｆｌ
ｏｎ（登録商標）布地プロテクター等の工業所有権によって保護されている処理が挙げら
れる。疎水性はまた、接合された積層体、部分的に接合された積層体、又は実質的に接合
されていない積層体に選択的に材料を、層化することによって、変化させることができる
。スプレー、コーティング、積層が挙げられるが、これらに限定されない当該技術分野に
おいて既知である任意の手段を用いて、疎水性の材料が外側カバー３２の選択された範囲
に施されてもよい。
【００３９】
　静摩擦係数
　外側カバー３２のある区域は、股関節部、臀部、及び大腿上部位等の着用者の体の部位
と接触し、外側カバー３２に固定サポートを提供する能力が他の区域より優れていてもよ
い。このような区域で着用者に面する表面６２の静摩擦係数がより高い領域を有する外側
カバーは、着用する過程で、サポートが増加し、フィット性の維持が向上する傾向があっ
てもよい。更に、外側カバー３２のある区域は、着用中に吸収性挿入物２２と接触する可
能性があり、一方で他の区域は接触しない可能性がある。フィット性を悪くし、漏れにつ
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ながる可能性がある、着用中の外側カバー３２内での吸収性挿入物２２の移動を最小限に
するように、外側カバー３２は、外側カバー３２の股区域１８等のこの挿入物の接触範囲
の少なくとも一部分に、より高い静摩擦係数の領域を有してもよい。静摩擦係数は、以下
で説明するように測定することができ、外側カバーの表面上で、０．３～０．４、又は０
．５以上変化してもよい。いくつかの実施形態では、静摩擦係数は、０．８又は１．０よ
り大きくてもよい。
【００４０】
　材料の静摩擦係数は、一部は接して動いている材料に依存する。したがって、同じ領域
は、第１の表面の第１の材料に対して相対的に高い静摩擦係数を提供するように、及び第
２の表面の第２の材料に対して相対的に低い静摩擦係数を提供するように、構成され得る
。例えば、着用者に面する表面６２は、吸収性挿入物２２に対して相対的に高い静摩擦係
数を有し、衣類に面する表面６４は、一般的な布地（使用中にピリング、又は他の衣類の
損傷を低減するため）に対して、又は皮膚（外側カバーと、ユーザーの大腿の内側等のユ
ーザーの皮膚との間の付随的な接触からの刺激作用の可能性を低減するため）に対して、
相対的に低い静摩擦係数を有するように、外側カバー３２の股区域１８を構成することが
望ましい場合がある。
【００４１】
　静摩擦係数は、高い摩擦係数を有するコーティング又は層を加えることによって、より
粗い表面を作るために基材を機械的に変形させることによって、あるいは当該技術分野に
おいて既知の任意の手段によって、変化させることができる。
【００４２】
　試験方法
　特に指定されない限り、試験はすべて２３度±２℃、及び５０±２％の相対湿度で行わ
れる。試料はすべて、試験の前に少なくとも２時間その環境で平衡化される。
【００４３】
　水蒸気透過度
　水蒸気透湿度（ＷＶＴＲ）は、Ｐｅｒｍａｔｒａｎ－Ｗモデル１００Ｋ（ＭＯＣＯＮ、
Ｍｉｎｎｅｓｏｔａ、ＭＮ）を使用して、ＥＤＡＮＡ／ＩＮＤＡ　Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　
Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ　Ｐａｒｔｎｅｒｓ　Ｍｅｔｈｏｄ　ＷＳＰ　７０．４（０８）に準
拠して測定される。試験方法は、試験装置温度３７．８℃、窒素流速１２０　ＳＣＣＭ、
及び２サイクル、５分の検査時間の標準モードを使用して、ＷＳＰ標準試験に従って実行
された。セルをそれぞれ、６０％±１．５％の相対湿度（ＲＨ）に個別に調節した。装置
が適切に動作していることを確実にするために、試料に試験を行う前に、標準基準フィル
ム（一連番号１００８ＷＫ０８９、ＭＯＣＯＮ製）で試験が行われるべきである。標準基
準フィルムの結果は、ＭＯＣＯＮによって報告された値の±１０％以内であるべきである
。
【００４４】
　はさみ、又はダイカットを使用して、試料を直径３５ｍｍにする。外側カバーが複数層
の場合、試料は、複合体試料として試験を行う。通常皮膚に面する外側カバーの側部は、
試験では水に向けて配置した。ＷＶＴＲを、１ｇ／ｍ２／２４時間単位で、ｇ／ｍ２／２
４時間として報告する。
【００４５】
　静水頭部の試験
　ＴｅｘＴｅｓｔ　ＦＸ　３０００　Ｈｙｄｒｏｓｔａｔｉｃ　Ｈｅａｄ　Ｔｅｓｔｅｒ
を使用して、ＥＤＡＮＡ／ＩＮＤＡ　Ｗｏｒｌｄｗｉｄｅ　Ｓｔｒａｔｅｇｉｃ　Ｐａｒ
ｔｎｅｒｓ　Ｍｅｔｈｏｄ　ＷＳＰ　８０．６（５０）で説明するように、静水頭部の試
験を行う。試験を、２３±２℃の水温で１００ｃｍ２の試験用水頭を使用して行った。試
験は、２ｋＰａ／分（２０ｍｂａｒ／分）の速度で圧力が上昇するように変更された。個
別の３滴が試料の表面上に形成されてから、試験を終了して圧力を記録した。これらの３
滴は、３つの異なる浸透穴に形成されなければならず、クランプの縁部から６ｍｍ離れて
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生じなければならない。
【００４６】
　はさみを使用して、１４ｃｍ×１４ｃｍの試料を外側カバーから切断する。外側カバー
が複数層からなる場合、層は複合体として試験を行う。通常皮膚に面する外側カバーの側
部は、試験では水に向けて配置した。外側カバーの寸法のため、１４ｃｍ×１４ｃｍの試
料が取れない場合は、代わりに１０ｃｍ×１０ｃｍの試料、及び２８ｃｍ２の試験用水頭
を使用する。静水頭圧力を±０．０１ｋＰａ（０．１ｍｂａｒ）まで報告する。
【００４７】
　製品全体の後側伸張力
　測定される力がセルの限度の１０％～９０％以内であるロードセルを使用し、コンピュ
ータインターフェース（好適な機器は、ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐ．，Ｅｄｅｎ
　Ｐｒａｉｒｉｅ，ＭＮから入手可能であるＴｅｓｔｗｏｒｋｓ　４．０　Ｓｏｆｔｗａ
ｒｅを使用するＭＴＳ　Ａｌｌｉａｎｃｅである）により一定速度の伸張引張試験機で製
品全体の後側伸張力を測定する。可動式（上部）空気圧つかみ具及び固定式（下部）空気
圧つかみ具の双方に、１インチ×１インチの菱形面の把持部を取り付ける。
【００４８】
　本明細書で使用される場合、１００％のひずみは、試料が荷重を加えない状態で測定し
た元の長さの１００％ほど伸長したことを意味する。例えば、元の長さが１００ｍｍの試
料は、長さ２００ｍｍまで伸長されたとき、１００％のひずみを有する。
【００４９】
　試料を２５４ｍｍ／分の速度で１００％のひずみまで延ばして、３０秒間そのひずみを
保持してから、２５４ｍｍ／分で０％のひずみに戻すように、引張試験機をプログラムす
る。６０秒後に試料を２５４ｍｍ／分で１００％のひずみまで再び延ばして、３０秒間保
持してから、２５４ｍｍ／分で０％のひずみに戻す。データ取得速度を１００Ｈｚに設定
する。力対％ひずみ曲線から、第１の荷重サイクルに５Ｎの力で伸張（ｍｍ）を、第１の
荷重サイクルに５Ｎの力で％ひずみ（％）を、及び第１の除荷サイクルに２５％のひずみ
で力（Ｎ）を、報告するようにソフトウェアをプログラムする。
【００５０】
　テープ式の吸収性物品は、図１に示されているように、標点距離を長さ１９５に設定す
る。クロスヘッドをゼロに合わせる。試料を上部の把持部に挿入して、長手方向の中心線
１２に近位であるパネルの縁部１５４を把持部面の下部縁部と整合させて、把持部を閉め
る。ロードセルをゼロに合わせる。試料のもう一端を下部の把持部に挿入して、長手方向
の中心線１２に近位であるパネルの縁部１５４を把持部面の上部縁部と整合させて、把持
部を閉める。試料は、いかなるたるみをも除くのに十分な、ただし試験機によって測定さ
れる力が０．５Ｎ未満となる引張力下になければならない。引張試験機のプログラムを開
始して、データを記録する。
【００５１】
　パンツ式の吸収性物品は、物品の胴回りを測定する。胴回りを２で割って、後側腰部の
長さを算出する。腰部の前側又は頂部と、腰部の後側又は底部とが等しい長さ（つまり、
胴回り÷２）になるように物品を折り重ねる。標点距離を後側腰部の長さに設定する。ク
ロスヘッドをゼロに合わせる。試料を上部の把持部に挿入して、折り重ねた物品の腰部の
縁部を把持部面の下部縁部と整合させて、把持部を閉める。ロードセルをゼロに合わせる
。試料のもう一端を下部の把持部に挿入して、折り重ねた物品の腰部の縁部を把持部面の
上部縁部と整合させて、把持部を閉める。前側腰部と後側腰部とが分離されるように、前
側腰部を通って長手方向に、及び物品の股部を通って横方向に、Ｔ字形に切断する。試料
は、いかなるたるみをも除くのに十分な、ただし試験機によって測定される力が０．５Ｎ
未満となる引張力下になければならない。引張試験機のプログラムを開始して、データを
記録する。
【００５２】
　前側腰部の測定は、物品の胴回りを測定する。胴回りを２で割って、前側腰部の長さを
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算出する。腰部の前側又は底部と、腰部の後側又は頂部とが等しい長さ（つまり、胴回り
÷２、あるいは前側腰部及び後側腰部の長さのどちらか短い方）になるように物品を折り
重ねる。標点距離を前側腰部の長さに設定する。クロスヘッドをゼロに合わせる。試料を
上部の把持部に挿入して、折り重ねた物品の前側腰部の縁部を把持部面の下部縁部と整合
させて、把持部を閉める。ロードセルをゼロに合わせる。試料のもう一端を下部の把持部
に挿入して、折り重ねた物品の前側腰部の縁部を把持部面の上部縁部と整合させて、把持
部を閉める。パンツ式の物品は、後側腰部を通って長手方向に、及び物品の股部を通って
横方向に、Ｔ字形に切断する。試料は、いかなるたるみをも除くのに十分な、ただし試験
機によって測定される力が０．５Ｎ未満となる引張力下になければならない。引張試験機
のプログラムを開始して、データを記録する。
【００５３】
　第１の荷重サイクルに５Ｎの力で伸張（ｍｍ）を±１ｍｍまで、第１の荷重サイクルに
５Ｎの力で％ひずみ（％）を±０．１％まで、及び第１の除荷サイクルに２５％のひずみ
で力（Ｎ）を±０．１Ｎまで、報告する。
【００５４】
　外側カバー複合体の伸張力
　測定される力がセルの限度の１０％～９０％以内であるロードセルを使用し、コンピュ
ータインターフェース（好適な機器は、ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐ．，Ｅｄｅｎ
　Ｐｒａｉｒｉｅ，ＭＮから入手可能であるＴｅｓｔｗｏｒｋｓ　４．０　Ｓｏｆｔｗａ
ｒｅを使用するＭＴＳ　Ａｌｌｉａｎｃｅである）により一定速度の伸張引張試験機で外
側カバー複合体の伸張力を測定する。可動式（上部）空気圧つかみ具及び固定式（下部）
空気圧つかみ具の双方に、試料の幅よりも広いゴム面の把持部を取り付ける。標点距離は
２５．４ｍｍ、及びデータ取得速度は１００Ｈｚである。
【００５５】
　試料を２５４ｍｍ／分のクロスヘッド速度で、１１０％のひずみまで延ばしてから、元
のクロスヘッド位置に戻るように引張試験機をプログラムする。５０％のひずみ、及び１
００％のひずみで力（Ｎ）を報告するようにソフトウェアをプログラムする。
【００５６】
　ＪＤＣ精密カッター（Ｔｈｗｉｎｇ　Ａｌｂｅｒｔ）を使用して、長さ７．６ｃｍ（３
インチ）の外側カバーを長手方向に２．５４ｃｍ（１インチ）の幅のストリップに切断す
る。外側カバーが複数層である場合、試料はすべての層を通して切断されるべきである。
複合体は、全体として試験されるべきであり、更に個別の層として試験されるべきである
。任意の単一試料（複合体、又は単一層のいずれか）は、一度だけ試験されるべきである
。
【００５７】
　標点距離を２５．４ｍｍに設定し、クロスヘッドをゼロに合わせて、ロードセルをゼロ
に合わせる。試料を上部の把持部に挿入して、試料を上部つかみ具と下部つかみ具との内
側に垂直に整合させて、把持部を閉める。試料を下部の把持部に挿入して閉める。試料は
、いかなるたるみをも除くのに十分な、ただしロードセル上の力が０．０５Ｎ未満となる
引張力下になければならない。引張試験機のプログラムを開始して、データを収集する。
【００５８】
　複合体（複数層）の試料は、５０％の伸張で力（Ｎ）を±０．０１Ｎまで報告する。単
一層の試料はそれぞれ、１００％の伸張で力（Ｎ）を±０．０１Ｎまで報告する。
【００５９】
　摩擦係数
　静摩擦係数は、以下の事項にしたがって、ＡＳＴＭ　Ｍｅｔｈｏｄ　Ｄ　１８９４－０
１を利用して測定することができる。この試験は、Ｄ　１８９４－０１に記載されている
摩擦係数治具及びそり（好適な治具は、Ｉｎｓｔｒｏｎ　Ｃｏｒｐ．，Ｃａｎｔｏｎ，Ｍ
Ａから入手可能なＣｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ　ｏｆ　Ｆｒｉｃｔｉｏｎ　Ｆｉｘｔｕｒｅ　
ａｎｄ　Ｓｌｅｄである）を取り付けた、コンピュータインターフェースを有する伸長引
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張試験機（好適な機器は、ＭＴＳ　Ｓｙｓｔｅｍｓ　Ｃｏｒｐ．，Ｅｄｅｎ　Ｐｒａｉｒ
ｉｅ，ＭＮから入手可能であるＴｅｓｔｗｏｒｋｓ　４　Ｓｏｆｔｗａｒｅを使用するＭ
ＴＳ　Ａｌｌｉａｎｃｅである）の一定速度の下で実施する。試験機を、ＡＳＴＭ　１８
９４－０１の図１．ｃで描かれるように、３２０造粒の研磨面を備えたステンレス鋼の平
面を対象面として使用して設定する。ロードセルは、測定された力がセルの範囲の１０％
～９０％以内となるように選択する。引張試験機は、１２７ｍｍ／分のクロスヘッド速度
、及び１３０ｍｍの全行程に対してプログラムする。データを１００Ｈｚの速度で収集す
る。
【００６０】
　試料の側部を外側カバーの長手方向の軸線に平行かつ垂直にして、６．３５ｃｍ×６．
３５ｃｍの正方形に試料を切断する。試料は、両面接着テープ（テープは、そりの表面の
１００％を覆うように十分に幅の広いものでなければならない）を使用して、そりの発泡
ゴム側に装着する。外側カバーの表面に面している皮膚が対象面に向き、外側カバーの長
手方向の軸線がそりの引く方向と平行になるように、試料をそり上に配向する。試料を装
着したそりの質量は、０．１グラムと記録される。ステンレス鋼の平面の表面は、各分析
の間にイソプロパノールで洗浄する。皮膚に接する静摩擦係数を測定するための対象面は
、Ｇｌｏｂｅ　Ｃａｓｉｎｇ　Ｃｏｍｐａｎｙ　ｏｆ　Ｃａｒｌｓｔａｄｔ，ＮＪから入
手可能であるＮａｔｕｒｉｎ　Ｃｏｆｆｉ　Ｆｉｌｍ、製品番号１０１１８３である。吸
収性挿入物に接する静摩擦係数を測定するための対象面は、Ｃｌｏｐａｙ　Ｐｌａｓｔｉ
ｃｓ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　Ｃｏｍｐａｎｙ　ｏｆ　Ｍａｓｏｎ，ＯＨの１８ｇｓｍのマッ
トポリプロピレンフィルムである。
【００６１】
　静摩擦係数は以下のように計算される。
　静摩擦係数＝ＡＳ／Ｂ
　ＡＳ＝初期ピークに対する重量グラム（ｇｆ）での最大ピーク力
　Ｂ＝グラム単位のそりの質量
【００６２】
　ＡＡＴＣＣ試験方法１２４－２００１、変更あり
　洗濯のサイクルでは、外側カバー等の吸収性物品の構成要素は、以下に列記する選択さ
れたパラメータ及び偏差で、ＡＡＴＣＣ（Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　
ｏｆ　Ｔｅｘｔｉｌｅ　Ｃｈｅｍｉｓｔｓ　ａｎｄ　Ｃｏｌｏｒｉｓｔｓ）の試験方法１
２４－２００１のプロトコルに準拠して、洗濯機にかけて洗い乾燥機で乾かされる。
【００６３】
　ａ）第６項、器具及び材料に準拠して、全自動洗濯機には、Ｋｅｎｍｏｒｅ　６００（
Ｈｅａｖｙ　Ｄｕｔｙ－Ｓｕｐｅｒ　Ｃａｐａｃｉｔｙ　Ｐｌｕｓ－Ｑｕｉｅｔ　Ｐａｋ
）を使用し、自動回転式乾燥機には、Ｍａｙｔａｇ　Ｃｏｍｍｅｒｃｉａｌ（モデル番号
ＭＤＥ２７ＭＮＡＣＷ、ＭＤＥ１５ＭＮＡＹＷ、及びＭＤＥ１３ＭＮＡＣＷ等）を使用す
る。
【００６４】
　ｂ）第６項、器具及び材料の指示に関わらず、Ｔｅｓｔｆａｂｒｉｃｓ，Ｉｎｃ，Ｗｅ
ｓｔ　Ｐｉｔｔｓｔｏｎ，ＰＡの試験布地スタイル４９３は、６０×６０のスレッドカウ
ント、重さ１５１ｇｓｍ、及び１６．７ｍ（５５インチ）×９９ｃｍ（３９インチ）の大
きさの綿シーツをバラストとして使用する。
【００６５】
　ｃ）第６項、器具及び材料の指示に関わらず、第６．７項に準拠する評価範囲は設定さ
れず、第６．８項の器具は使用しない。その代わりに、目視評価はすべて、正視眼の人が
はっきり見ることができる典型的な人工照明条件下（例えば、蛍光灯）で行う。
【００６６】
　ｄ）第７項、試料の指示に関わらず、試験される構成要素を、（必要に応じて）残りの
吸収性物品から完全に取り外して、（取り外しが許す範囲で）構成要素は無傷な全体とし
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【００６７】
　ｅ）第８．２．２項、機械洗濯に関して、水位は洗濯機の「大量」の設定を使用し、洗
濯の温度３２＋／－３℃（９０＋／－５°Ｆ）、及びすすぎの温度１６＋／－３℃（６０
＋／－５°Ｆ）を選択する。
【００６８】
　ｆ）第８．２．２項、設定に関して、洗濯時間１２分、最初の回転時間６分、補水時間
４分、すすぎ時間５分、及び最後の回転サイクル時間６分の、通常／綿製、丈夫を選択す
る。
【００６９】
　ｇ）第８．３項、乾燥に関して、綿製、丈夫及び白物＆色物を選択する。
【００７０】
　ｈ）第８．５項の指示に関わらず、条件付け、及び前条件づけのステップは行わない。
【００７１】
　ｉ）第９項、評価の指示に関わらず、これらの評価のステップは行わない。その代わり
に、試験によって物品の外観、又は性能が著しく悪化し、意図する機能性、及び／又は使
用に適さなくなるかどうかを判断するために、試験される構成要素は当業者によって評価
される。
【００７２】
　本明細書に開示されている寸法及び値は、列挙した正確な数値に厳しく制限されるもの
として理解すべきではない。それよりむしろ、特に規定がない限り、こうした各寸法は、
列挙された値とその値周辺の機能的に同等の範囲との両方を意味することが意図される。
例えば、「４０ｍｍ」として開示される寸法は、「約４０ｍｍ」を意味することを意図し
ている。
【００７３】
　相互参照される又は関連するあらゆる特許又は出願を含め、本明細書において引用され
る全ての文献は、明示的に除外ないしは制限されない限り、参照によりその全体が本明細
書に組み込まれる。いかなる文献の引用も、それが本明細書において開示され請求される
いずれかの発明に関する先行技術であること、又はそれが単独で若しくは他の任意の参照
とのいかなる組み合わせにおいても、このような発明を教示する、提案する、又は開示す
ることを認めるものではない。更に、本書における用語のいずれかの意味又は定義が、参
照により組み込まれた文献における同一の用語のいずれかの意味又は定義と相反する限り
においては、本書においてその用語に与えられた定義又は意味が適用されるものとする。
【００７４】
　本発明の特定の実施形態が例示され、記載されてきたが、本発明の趣旨及び範囲から逸
脱することなく、他の様々な変更及び修正を実施できることが、当業者には明白であろう
。したがって、本発明の範囲内にあるそのようなすべての変更及び修正を、添付の「特許
請求の範囲」で扱うものとする。



(16) JP 5242808 B2 2013.7.24

【図１】 【図２】



(17) JP 5242808 B2 2013.7.24

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100096895
            弁理士　岡田　淳平
(74)代理人  100106655
            弁理士　森　秀行
(74)代理人  100127465
            弁理士　堀田　幸裕
(74)代理人  100150717
            弁理士　山下　和也
(72)発明者  ドナルド、キャロル、ロー
            アメリカ合衆国オハイオ州、ウエスト、チェスター、エンバーウッド、コート、６３２４
(72)発明者  エレン、メアリー、ウィギンス
            アメリカ合衆国オハイオ州、フェアフィールド、タウンシップ、クロウフット、ドライブ、３１０
            ５

    審査官  秋山　誠

(56)参考文献  実開昭５７－１３８９０８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開昭６３－１９６７０１（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭６１－１６８１０３（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２００８－０５５００２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００８－５３１１７９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｆ　　１３／００
              Ａ６１Ｆ　　１３／１５－１３／８４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

